
国立国語研究所学術情報リポジトリ

語を超えた領域で実現される語アクセント :
南琉球宮古語池間方言の事例

言語: jpn

出版者: 

公開日: 2022-08-19

キーワード (Ja): 

キーワード (En): 

作成者: 五十嵐, 陽介

メールアドレス: 

所属: 

メタデータ

https://doi.org/10.15084/00003614URL



語を超えた領域で実現される語アクセント：南琉球宮古語池間方言の事例
言語変異研究領域 五十嵐 陽介

 共通語にはアクセント（語ごとにきまっている声の高さ）がある。
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「錐-もない」

 語を単独で発音しても違いが分からないアクセントがある。

 語を単独で発音しても違いが分からないアクセントがある。

 助詞をつけるとアクセントの違いがわかる。

 1拍の助詞をつけても、なお違いがわからない。

「海-もない」

 池間方言のアクセントの違いは、語に2拍以上の助詞と述語を
後続させると観察できる。

 池間方言にもアクセントがある。
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 南琉球宮古語池間方言の3種類のアクセントの違いは、語を単独で発音して
も、助詞を付けて発音しても、観察できない。

 池間方言のアクセントは語に2拍以上の助詞と述語を後続させると、もっとも
明瞭に観察できる。

 3種類のアクセントは語の外側で実現される声の高さで区別される。
 語を超えて実現されるアクセントを正確にとらえるためには音響分析が有効。

要旨

A型

B型

C型

 文全体にわたって変化する声の高さを耳で聞いて区別するの
は難しい。

ばん
たが

すま
んな いん

まい
にゃあん

 録音した音声を音響分析するのが有効。
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 多くの語を対象とした定量分析をして一般性を確認。
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